「日本の作曲者」としての山田耕筰―日本の音楽に関する戦前・戦中の言説 by 奥波 一秀
95
「日本の作曲者」としての山田耕筰 
─ 日本の音楽に関する戦前・戦中の言説 ─ 
Kósçak Yamada (1886‐1965)  as a “Japanese composer”:  



















































































































































































































































































































































































































































































































齋藤桂 ：2017『1933 年を聴く』NTT 出版
齋藤嘉臣 ：2017『ジャズ・アンバサダーズ　「アメリカ」の音楽外交史』講談社




























































10 月号）も、肯定的な批評もみられる（岩村英武「American Southern Syncopated Orchestra」1923 年 6 月
号）。岩村がパリで目撃した、黒人メンバーによる American Southern Syncopated Orcestra は、現地でか
なり好意的に迎えられたらしい（齋藤嘉臣 :30）。
14） ニューヨークの音楽愛好家 Minnie Guggenheimer、フィラデルフィアの芸術愛好家 Maurice Speiser、ピ
アニスト Leo Ornstein、作曲家 Ernest Bloch など、直接面識のあったユダヤ人もいたし、メトロポリタ
ン歌劇場を後援した銀行家 Otto Hermann Kahn の例も知っていた（I.159,206）。これらのユダヤ人たち
もこの間、ジャズに加担したのだろうか。ジャズ関係者にユダヤ人がいなかったわけではないが（岩







































25） この晩餐会については、『詩と音樂』（1923 年 5 月号）の記述と、同誌（1923 年 8 月号）の記述との間に、
かなりの相違がみられる。記憶の近さでいえば前者の方が信用できそうだが、後者の 3 ヶ月後の文章
はメモ等にもとづいて正確を期した可能性もあり、後年『私の觀た現代の大作曲者』（1934）に再録さ
れているのも後者である。本論では基本的にアクセスしやすい後者の記述にしたがうが、重要な相違
については、前者と対比する。
26） 日本でも西欧でも、平均律の弊を難じる声はあった。たとえばマックス・ヴェーバーは、無伴奏の合
唱によって培われてきた純正なハーモニーの感覚が、平均律楽器としてのピアノが各家庭に入ること
でヨーロッパ中から損なわれることを嘆いていた。
27） 大正期のピアノ小品の数々を山田は「ポエム」と呼んでいたようなので、「二三の小さな Poem」が指す
ものを特定することはできないが（後藤 :247ff）、「日本の作曲者」としての自覚に達した記念碑的作品
を選び、披露したと考えるのが自然ではなかろうか。
28） 別の文章で、外人のお世辞をまに受けぬように、と記しているが（II.257）、クライスラー、ラフマニ
ノフの場合は、たんなるお世辞だけだったのか、有益な指摘があったのか。
